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衆
議
院
議
員
平
野
博
文
君
提
出
年
齢
の
計
算
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
五
年
法
律
第
五
十
号
）
は
、
第
一
項
に
お
い
て
「
年
齢
ハ
出
生
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
起
算

ス
」
と
規
定
し
、
第
二
項
に
お
い
て
「
民
法
第
百
四
十
三
条
ノ
規
定
ハ
年
齢
ノ
計
算
ニ
之
ヲ
準
用
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
百
四
十
三
条
第
二
項
本
文
は
、
「
週
、
月
又
ハ
年
ノ
始
ヨ
リ
期
間
ヲ
起

算
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
期
間
ハ
最
後
ノ
週
、
月
又
ハ
年
ニ
於
テ
其
起
算
日
ニ
応
当
ス
ル
日
ノ
前
日
ヲ
以
テ
満
了
ス
」
と
規
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
「
前
日
ヲ
以
テ
満
了
ス
」
と
は
、
前
日
午
後
十
二
時
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
一
般
に
解

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
は
、
あ
る
者
の
年
齢
は
、
そ
の
者
の
誕
生
日
の
前
日
の
午
後
十
二
時

に
加
算
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
社
会
に
お
け
る
常
識
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。右

に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
前
提
と
し
て
、
次
の
と
お
り
答
弁
す
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

子
女
に
対
し
て
そ
の
心
身
の
発
達
に
応
じ
ひ
と
し
く
教
育
を
施
す
た
め
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
二
十
二
条
は
、
子
女
の
保
護
者
は
子
女
の
満
六
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学
年
の
初
め
か
ら
当

一



該
子
女
を
小
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
負
う
旨
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文

部
省
令
第
十
一
号
）
第
四
十
四
条
は
、
小
学
校
の
学
年
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
と
規
定

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
各
種
の
法
令
上
の
一
般
的
な
年
度
の
定
め
方
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
例
え
ば
、

平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
満
六
歳
に
達
し
た
子
女
の
保
護
者
は
、
平
成
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
始
ま
る
学
年
の
初
め
か
ら
当
該
子
女
を
小
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
と
こ
ろ
、
年
齢
の
計

算
を
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
行
う
と
、
右
の
期
間
に
満
六
歳
に
達
す
る
の
は
、
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
八
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
者
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
法
令
に
従
っ
た
取
扱
い
に
つ
い
て
、
「
一
般
常
識
と
異
な
っ

た
」
も
の
で
あ
る
と
の
御
指
摘
は
、
必
ず
し
も
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

子
女
の
年
齢
と
当
該
子
女
を
就
学
さ
せ
る
義
務
と
の
関
係
に
係
る
国
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
対
し
て
は
、
年
齢
の
計

算
に
つ
い
て
は
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
旨
を
説
明
し
、
御
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

「
児
童
福
祉
法
に
よ
る
保
育
所
運
営
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
一
年
四
月
十
六
日
付
け
厚
生
省
発
児
第
五

十
九
号
の
二
厚
生
事
務
次
官
通
知
）
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
三
条
に
基
づ
く
保

二



育
所
運
営
費
国
庫
負
担
金
（
以
下
「
負
担
金
」
と
い
う
。
）
の
支
弁
に
つ
い
て
、
保
育
の
実
施
が
と
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月

の
初
日
に
お
い
て
特
定
の
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
基
準
と
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
齢
の
計
算
を
年
齢

計
算
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
行
う
と
、
例
え
ば
、
学
校
教
育
法
等
に
お
い
て
は
同
学
年
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
る
四
月

二
日
生
ま
れ
の
児
童
と
四
月
三
日
以
降
生
ま
れ
の
児
童
と
の
間
で
取
扱
い
に
差
異
が
生
じ
得
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
保
育
の
実
施
に
係
る
費
用
の
負
担
金
の
支
弁
に
つ
い
て
の
取
扱
い
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
育
所
の
年
次
分

け
に
つ
い
て
取
り
扱
う
も
の
で
は
な
い
。
御
指
摘
の
保
育
所
の
年
次
分
け
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
に
特
段
の
規
定
は
設
け
ら

れ
て
お
ら
ず
、
各
保
育
所
に
お
い
て
、
小
学
校
へ
の
入
学
時
期
等
を
考
慮
し
た
適
切
な
取
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承

知
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
教
育
機
関
と
の
接
続
上
の
問
題
」
等
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
年
以
上
の
者

は
選
挙
権
を
有
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
選
挙
権
の
年
齢
に
係
る
要
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
二
十

二
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
大
阪
高
等
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
、
「
年
令
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
年
令
計
算
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
、
民
法
一
四
三
条
を
準
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
一
般
的
に
は
満
二
〇

三



年
の
始
期
に
つ
い
て
は
出
生
の
日
を
一
日
と
し
て
計
算
し
、
終
期
は
二
〇
年
後
の
出
生
の
日
に
応
答
す
る
日
の
前
日
の
終
了

（
正
確
に
は
午
后
一
二
時
の
満
了
）
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
被
選
挙
権
に
関
す
る
公
職
選
挙
法
一
〇
条
二
項
に
お
い
て
、
年

令
は
選
挙
の
「
期
日
」
に
よ
り
算
定
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
被
選
挙
権
に
関
す
る
規
定
は
選
挙
権
に
つ
い
て
も
類

推
適
用
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
（
中
略
）
満
二
〇
年
に
達
す
る
前
示
出
生
応
答
日
の
前
日
の
午
後
一
二
時
を
含
む
同

日
午
前
〇
時
以
降
の
全
部
が
右
選
挙
権
取
得
の
日
に
当
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
右
判

決
に
対
す
る
上
告
は
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
二
十
六
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
棄
却
さ
れ
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
現
在
の
選
挙
権
に
か
か
る
満
年
齢
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
き
従
来
か
ら
一
貫
し

て
行
わ
れ
て
き
た
取
扱
い
で
あ
り
、
一
般
に
選
挙
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
公
職
選
挙
法
等
に
よ
り
そ
の
機
会
の
確
保
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
点
を
含
め
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
百
四
十
一
号
）
第
二
十
六
条
は
、
保
険
料
の
納
付
に

つ
き
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
が
「
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
に
、
そ
の
者
に
支
給
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
同

法
第
十
八
条
第
一
項
は
、
そ
の
支
給
は
「
こ
れ
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
」
る
と
規

四



定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
齢
の
計
算
を
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
行
う
と
、
御
指
摘
の
よ
う
に
月
の
初
日
生

ま
れ
の
者
と
そ
の
月
の
他
の
日
に
生
ま
れ
た
者
と
の
間
で
年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
月
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ

は
、
年
金
の
支
給
を
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
者
に
対
し
月
単
位
で
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
老

齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
受
給
権
の
発
生
に
つ
き
申
請
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
受
給
権
者
が
申
請
を
失
念
す
る

こ
と
に
伴
う
問
題
は
生
じ
な
い
。

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
八
条
第
二
項
は
、
受
給
資
格
者
が
出
生

し
た
児
童
等
に
係
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
月
の
初

日
生
ま
れ
の
児
童
と
そ
れ
以
外
の
児
童
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
出
生
し
た
日
の
属
す
る
月
に
認
定
の
請
求
を
行
え
ば
、
そ

の
翌
月
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
支
給
開
始
月
に
係
る
御
指
摘
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
い
。

老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
に
よ
る
保
健
事
業
で
あ
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一

項
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
が
同
項
の
「
各
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の
日
が
月

の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）
か
ら
医
療
を
行
う
。
」
と
規
定
し
た
上
で
、
同
項
各
号
に
お
い
て
、
「
七

十
歳
以
上
の
者
」
等
と
規
定
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
同
項
第
一
号
の
「
七
十
歳
以
上
の
者
」
に
「
該
当
す

五



る
に
至
つ
た
日
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
七
十
回
目
の
誕
生
日
当
日
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
法
に
よ

る
保
健
事
業
で
あ
る
医
療
の
実
施
対
象
と
な
る
資
格
が
生
ず
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
月
に
お
い
て
右
の
医
療
と
他
の

医
療
保
険
制
度
に
よ
る
医
療
と
が
併
存
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
機
関
及
び
市
町
村
の
診
療
報
酬
関
係
事
務
等
の
処
理
が
複
雑

化
し
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
者
が
同
項
の
「
各
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
」
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
と
し
て

い
る
が
、
各
月
の
初
日
が
「
各
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
資
格
が
生
ず

る
こ
と
と
し
て
も
支
障
は
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
月
か
ら
資
格
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
合
理
的
な

取
扱
い
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
右
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
か
ら
発
生
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
資
格
者
が
申
請
を
失
念
す
る
こ
と
に
伴
う
問
題
は
生
じ
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
各
規
定
に
つ
い
て
は
、
改
正
は
要
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

各
種
の
法
令
の
年
齢
に
関
す
る
要
件
に
係
る
規
定
は
、
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
要
件
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

「
結
果
と
し
て
一
般
人
を
混
乱
さ
せ
か
ね
な
い
制
度
」
が
生
じ
て
い
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
な
認
識
を
前

六



提
と
し
て
「
同
じ
よ
う
な
種
類
の
制
度
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
規
定
の
定
め
方
の
違
い
の
た
め
に
期
間
な
ど
に

違
い
を
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
四
条
の
二
は
、
定
年
の
定
め
を

し
て
い
る
事
業
主
は
高
年
齢
者
の
「
六
十
五
歳
ま
で
」
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
右
規
定
中
の
「
六
十
五
歳
ま
で
」

と
は
、
「
六
十
五
回
目
の
誕
生
日
の
前
日
が
終
了
す
る
時
点
ま
で
」
と
解
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
て
広
報

活
動
等
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
三
十
七
条
の
二
は
、
同
一
の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
「
六
十
五
歳

に
達
し
た
日
」
の
前
日
か
ら
引
き
続
い
て
「
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
」
以
後
の
日
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者

（
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
雇
労
働
被
保
険
者

を
除
く
。
）
が
失
業
し
た
場
合
に
は
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
を
支
給
し
、
一
般
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付
に
関
す
る
規
定

七



は
適
用
し
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
年
齢
の
計
算
を
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
行
う
と
、
同
条
の

「
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
」
に
当
た
る
の
は
、
そ
の
者
の
六
十
五
回
目
の
誕
生
日
の
前
日
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

各
種
の
法
令
の
年
齢
に
関
す
る
要
件
に
係
る
規
定
は
、
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
要
件
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
一
般
常
識
に
反
す
る

等
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
年
齢
計
算
に
関
し
、
御
指
摘
の
よ
う
な
法
令
の
抜
本
的
改
正
は
要
し
な
い
と

考
え
て
い
る
。

八


